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「インパクトファクター」(IF)とはイン クトファクタ 」( )とは

• 特定の1年間において、その雑誌に掲載された論文が、平均的に何回
引用されて るかを示す尺度引用されているかを示す尺度

• ISI社（現トムソン・ロイター社）の創設者 E. ガーフィールド氏によ
り考案されたもので 同社の引用データ評価・分析ツール Journalり考案されたもので、同社の引用データ評価・分析ツール Journal 
Citation Reports (JCR)にて、翌年6月頃に公表される

• インパクトファクターの算出方法イン クトファクタ の算出方法

雑誌Aの2007年インパクトファクター =

（2005年と2006年に雑誌Aに掲載された論文が（2005年と2006年に雑誌Aに掲載された論文が

2007年に全採録対象誌において引用された回数）

（2005年と2006年に雑誌Aに掲載された論文数）（ 年 年 雑誌 掲載された論文数）

トムソン・ロイター社. FAQ: インパクトファクター
http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/support/faq/#1
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インパクトファクター利用時の留意点

• 特定の研究分野における雑誌の影響度を測る指標として利用されるもの
であり、個々の掲載論文の質を示す資料ではない。

採録対象誌は トムソ イタ 社 基準により選定されたも であ• 採録対象誌は、トムソン・ロイター社の基準により選定されたものであ
る。
Garfield, E., "Citation analysis as a tool in journal evaluation".

Science 178(471 479) (1972)Science. 178(471-479) (1972) 
「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」（平成17年9月26日）

http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/hyouka/shishin.pdf
「学術情報基盤の今後の在り方について」（平成18年3月23日）学術情報基盤の今後の在り方に いて」（平成18年3月23日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015/013.htm

• 他の雑誌評価指標との併用他の雑誌評価指標との併用

SCImago Journal Rank (SJR) (http://www.scimagojr.com/index.php）
（http://www.scimagojr.com/SCImagoJournalRank.pdf）

// /Publish or Perish(PoP) (http://www.harzing.com/pop.htm)
Journal Usage Factors(JUF)（http://www.uksg.org/usagefactors）
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WHITEPAPER: USING BIBLIOMETRICS:
A guide to evaluating research performance with citation data

Journal‐level metrics ⇔ Article‐level metrics
http://scientific.thomsonreuters.com/news/2008‐07/8465001/
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＋

スペイン
グラナダ大学
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Publish or 
Perish

オ ストラリアオーストラリア
メルボルン大学

Google Scholarg
自動検索
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論文統計に基づく評価指標の諸元論文統計に基づく評価指標の諸元

評価対象（集計単位）
論文／個人／大学・機関／国／雑誌

原データ
論文数 （文献抄録デ タベ ス）論文数 （文献抄録データベース）

引用数 （引用索引データベース）

ダウンロード数 （電子ジャーナル）→ JUFダウンロ ド数 （電子ジャ ナル）→ JUF

原データ採録範囲（データベース） 何が「論文」か？

ISI SCI （雑誌厳選型）→ IF（雑誌厳選 ）

SCOPUS   → SRJ

Google Scholar（Web公開論文）→ PoP

統計観察期間 （論文の寿命、賞味期限）

短期～長期
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（計量書誌学）Bibliometrics （計量書誌学）

引用統計の研究：引用統計の研究：

Bibliometrics（計量書誌学）。図書館情報学系・科学社会学系。ランキング
のみならず、科学政策への応用を企図。オランダ、ライデン大学 CWTS 
(C t f S i d T h l St di )など(Centre for Science and Technology Studies)など。

各種の指標が考案されている（朝日新聞「大学ランキング」：根岸式総合引
用度偏差値）。

あたかも株式投資のための様々な企業評価指標の如し。

ただし、これまで原データはトムソンISIのものだけであった。

競合製品 出現競合製品の出現：

雑誌の電子化および「名寄せ」処理技術の進展とともに、オランダ・エルゼ
ビア社、米国Chemical Abstracts ServiceのSciFinider、Google Scholarア社、米国Chemical Abstracts ServiceのSciFinider、Google Scholar
等、ISIの競合製品が現れている。研究者の自己発信サイト、電子ジャー
ナル、機関リポジトリの進展で環境が激変中。ダウンロード回数なども重
要度の指標たりうる要度の指標たりうる。
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ranking 
by Leiden Ranking: 
crown 
indicato
r
CPP/F
CSm

Top 100 European Universities, green list
(Crown Indicator)

University P C CPP Pnc CPP/ 
FCSm

1 UNIV OXFORD UK 33.780 355.856 10,53 29,5 1,67

2 UNIV CAMBRIDGE UK 36.349 361.681 9,95 29,1 1,63

3 ETH ZURICH CH 18.611 148.078 7,96 29,8 1,52

4 UNIV LAUSANNE CH 9.607 104.735 10,90 26,7 1,51

P:論文数
C:引用数
CPP:論文当り引用数4 UNIV LAUSANNE CH 9.607 104.735 10,90 26,7 1,51

5 UNIV GENEVE CH 12.517 134.992 10,78 27,9 1,49

6 UNIV EDINBURGH UK 17.786 164.380 9,24 29,7 1,48

CPP:論文当り引用数
Pnc:非引用論文%
FCSm：分野別平均論
文当り引用数
CPP/FCSm:クラウン

7 UNIV COLL LONDON UK 34.407 346.028 10,06 26,9 1,46

8 ERASMUS UNIV 
ROTTERDAM NL 13.358 135.493 10,14 26,3 1,46

CPP/FCSm:クラウン
指標

欧州スタイルなのでコ
ンマとピリオドが逆

9 IMPERIAL COLL LONDON UK 27.017 222.713 8,24 30,7 1,45

10 UNIV BASEL CH 9.761 102.592 10,51 26,6 1,44

11 DELFT UNIV TECHNOL NL 9 259 43 989 4 75 41 5 1 42

ン と リオドが逆

11 DELFT UNIV TECHNOL NL 9.259 43.989 4,75 41,5 1,42

12 TECH UNIV MUNCHEN DE 15.619 115.197 7,38 33,8 1,41
11

様々なる指標様々なる指標
あたかも株式投資のための
企業評価指標の如し

近頃はやりのhh--indexindex

ISI: Thomson Scientific, formerly 
known as Thomson ISI
CEST: Centre d’études de la science et 
de la technologie, Switzerlandg ,
CWTS: Center for Science and 
Technology Studies, Leiden University
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ISI NCRJ: National Science Report for Japan p f p
(Thomson Reuters)による

大学別論文数・引用度調査統計＋
『引用力』による予算配分 引用単価計算『引用力』による予算配分、引用単価計算
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昨今話題の『名寄せ』処理 （英文機関名）
１０年分のアドレス２３４万件（８６万論文）

東京農工大学
TOKYO UNIV AGR & TECHNOLTOKYO UNIV AGR & TECHNOL
TOKYO A&T UNIV
TOKYO INST AGR & TECHNOL
TOKYO NOHKOH UNIVTOKYO NOHKOH UNIV
TOKYO NOKO UNIV
TOKYO UNIV A&T
TOKYO UNIV AGR & ENGN
TOKYO UNIV AGR & TECH
TOKYUO A & T UNIV
UNIV TOKYO AGR & TECHNOL
さらに東京農業大学との混同

静岡大／静岡県立大、獨協大／獨協医大等々
国立大学の統合、私大名称変更・短大四年制化
大学共同利用機関法人化

独立行政法人化と統廃合 再々編 れが 番大変 論文の少ない機関ほど 精
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独立行政法人化と統廃合・再々編 ←これが一番大変。論文の少ない機関ほど、精
査点検 （電子航法研究所、中小企業基盤整備機構、・・）

平成13.4 (独)物質・材料研究機構 NIMS National Institute for Materials Science
成 部 学省無機 究平成13.1 文部科学省無機材質研究所 NIRIM National Institute for Research in Inorganic Materials

昭和41.4 科学技術庁無機材質研究所 NIRIM National Institute for Research in Inorganic Materials
平成13.1 文部科学省金属材料技術研究所 NRIM National Research Institute for Metals
昭和31 7 科学技術庁金属材料技術研究所 NRIM National Research Institute for Metals昭和31.7 科学技術庁金属材料技術研究所 NRIM National Research Institute for Metals

平成18.4 (独)農業・食品産業技術総合研究機構 NARO National Agriculture and Food Research Organization
平成15.10 (独)農業・生物系特定産業技術研究機構NARO National Agriculture and Bio-oriented Research Organization
平成13.4 (独)農業技術研究機構 NARO National Agricultural Research Organization
昭和25.4 農林水産省農業試験場 （Hokkaido,Tohoku,Hokuriku,Chugoku,Shikoku,Kyushu）Na
昭和56.12 農林水産省農業研究センター NARC National Agriculture Research Ｃenter
昭和48 1 農林水産省果樹試験場 NIFTS National Institute of Fruit Tree Science昭和48.1 農林水産省果樹試験場 NIFTS National Institute of Fruit Tree Science
昭和61.12 農林水産省野菜・茶業試験場 NIVOT National Research Institute of Vegetables Ornamental Plants
昭和36.12 農林水産省畜産試験場 NIAI National Institute of Animal Industry
昭和45.10 農林水産省草地試験場 NGRI National Grassland Research Institute
昭和22.5 農林水産省家畜衛生試験場 NIAH National Institute of Animal Health
昭和61.10 （認）生物系特定産業技術研究推進機BRAIN Bio-oriented Technology Research Advancement Institution
平成13.4 (独)農業工学研究所 NIRE National Institute for Rural Engineering
昭和63 10 農林水産省農業工学研究所 NRIAE National Research Institute of Agricultural Engineering昭和63.10 農林水産省農業工学研究所 NRIAE National Research Institute of Agricultural Engineering
平成13.4 (独)食品総合研究所 NFRI National Food Research Institute
昭和47.12 農林水産省食品総合研究所 NFRI National Food Research Institute
平成13.4 (独)農業者大学校 National Farmers Academy農 y
昭和53.7 農林水産省農業者大学校 National Farmers Academy

根岸式引用度指数根岸式引用度指数

分野別引用度指数：論文当たり引用数の分野平均＝１００で指数化
総合引用度指数：総合引用度指数：
分野別引用度指数を当該機関の分野別論文数で加重平均

医科単科大の総合指数が高く出がち医科単科大の総合指数が高く出がち。
分布形状分野間変異？→「引用度偏差値」 （２００７年版）

分野別・機関別の論文当たり平均引用数の標準偏差計算
平均＝１００、標準偏差＝３０の偏差値に変換

統計期間の短縮 １０年→５年 （２００７年版）
短期的成果、評価の短「気」化に対応
弊害：
評価が安定するまでの期間評価が安定するまでの期間
引用がほぼ飽和するまでの期間
やはり１０年程度は必要か（論文寿命）
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朝日新聞
大学ランキング

2009年版
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引用統計の注意点統

採録雑誌の範囲、引用の観測期間（引用累積効果、論文の寿命）、
共著論文の案分計算、分野間差異大、文系への適用は無理。共著論文の案分計算、分野間差異大、文系 の適用は無理。

日本の研究者の論文の80％が海外雑誌に「流出」（2000年値、根岸
の調査推計）。

アウェーでの健闘《進出！》を讃える一方、査読・編集政策の自主性
確立、発信力（自給率）強化が課題。海外進出促進と国産奨励の
両面作戦が必要（国立情報学研究所SPARC Japan事業）両面作戦が必要（国立情報学研究所SPARC Japan事業）。

ともあれ、引用とは「同時代の同業者（専門家）による評価」であるか
ら、あまりに革新的なものは評価できない場合あり。また異なる立ら、あまりに革新的なも は評価できな 場合あり。また異なる立
場からの評価が有効な場合もあろう。従って、引用統計指標に基
づく重点的予算配分の一方で、長期的視点から当面の評価に左
右されない資金配分も必要（デ アル サポ ト）右されない資金配分も必要（デュアル・サポート）。
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引用索引データベースにおける引用統計の機構

（実線矢印の引用だけを集計）

引用索引データベース

収録外誌
論文群

論文論文

19

収録誌

A regional perspective on science: 700 new regional journals 
have now been added toWeb of Sciencehave now been added to Web of Science.

July 2008 

J 30誌追加Japan 30 誌追加
3. Brain Tumor Pathology
4. Digestive Endoscopy
5. Drug Metabolism and Pharmacokinetics（SPARC Japan支援誌）
6. Geriatrics & Gerontology International
7. Human Cell7. Human Cell
9. IMJ‐International Medical Journal
11. International Journal of Clinical Oncology
13 Japan Journal of Nursing Science13. Japan Journal of Nursing Science
17. Journal of Anesthesia
18. Journal of Artificial Organs
22 Journal of Medical Ultrasonics22. Journal of Medical Ultrasonics
23. Journal of Natural Medicines
27. Odontology

h29. Psychogeriatrics
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論文当り(被)引用数の分野間差異
年 日本著者論文に対する同期間 引用2002‐2006年の日本著者論文に対する同期間の引用

トムソン National Citation Report for Japan 1997‐2006より統計

分野別 論文数 引用数
論文当り
引用数引用数

免疫学 4,984 65,821 13.21
分子生物学・遺伝学 10,696 134,955 12.62
宇宙科学 3,362 32,277 9.60
生物学・生化学 31 238 232 717 7 45生物学 生化学 31,238 232,717 7.45
学祭研究 3,915 28,116 7.18
神経科学 13,975 95,269 6.82
微生物学 8,614 51,930 6.03
化学 54,204 312,795 5.77化学 54,204 312,795 5.77
臨床医学 80,017 428,015 5.35
薬学 10,225 47,871 4.68
物理学 73,416 317,962 4.33
地球科学 8,517 36,238 4.25地球科学 , ,
生態・環境学 4,457 18,155 4.07
動植物学 17,862 67,463 3.78
材料科学 21,422 73,375 3.43
農学 8,601 25,975 3.02
精神医学・心理学 2,118 6,220 2.94
工学 36,574 87,043 2.38
人文社会科学 3,374 4,652 1.38
数学 6,038 8,045 1.33
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コンピュータ科学 7,833 6,021 0.77
全体 372,473 1,895,402 5.09

総合科学技術会議・内閣府による国立大学法総合科学技術会議 内閣府による国立大学法
人・研究開発型独立行政法人の年度評価

「独立行政法人、国立大学法人等の科学技術関係活動に関す
る所見」

２００４年分（２００５．１０．１８公表）から

今回２００７年分（２００８．１０．３１公表）で４年目

国立大学８６法人、大学共同利用機関法人４法人、国立高等専
門学校機構

研究開発型独立行政法人３２法人（前年まで４１法人）

主要公私立大学

Thomson Reuters "NCR‐J: National Citation Report for Japan"の
最近１０年間分の各年版により、機関別分野別の論文数・引
用数を受託調査用数を受託調査
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調査対象研究開発型独立行政法人３２法人 （昨年まで４１法人）

沖縄科学技術研究基盤整備機構 情報通信研究機構 酒類総合研究所

放射線医学総合研究所 防災科学技術研究所 物質・材料研究機構

理化学研究所 科学技術振興機構 海洋研究開発機構 日本学術振興会理化学研究所 科学技術振興機構 海洋研究開発機構 日本学術振興会

宇宙航空研究開発機構 国立科学博物館 日本原子力研究開発機構

国立健康・栄養研究所 労働安全衛生総合研究所 医薬基盤研究所

農業 食品産業技術総合研究機構 農業生物資源研究所 農業環境技術研究所農業・食品産業技術総合研究機構 農業生物資源研究所 農業環境技術研究所

国際農林水産業研究センター 森林総合研究所 水産総合研究センター

産業技術総合研究所 新エネルギー・産業技術総合開発機構

石油天然ガス・金属鉱物資源機構

土木研究所 建築研究所 交通安全環境研究所 海上技術安全研究所

港湾空港技術研究所 電子航法研究所 国立環境研究所港湾空港技術研究所 電子航法研究所 国立環境研究所

（本年度除外9法人）

援国立特別支援教育総合研究所 国立国語研究所 国立文化財機構

日本スポーツ振興センター 製品評価技術基盤機構

情報処理推進機構 中小企業基盤整備機構 原子力安全基盤機構
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情報処 推進機構 中 業基盤整備機構 原子力安 基盤機構

工業所有権情報・研修館

独立行政法人の科学技術関係活動に関する調査結果概要（平成19事業年度）
平成２０年１０月３１日 内閣府（科学技術政策・イノベーション担当）
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国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果（平成19事業年度）
平成２０年１０月３１日 内閣府（科学技術政策・イノベーション担当）
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国立大学法人等の科学技術関係活動に関する調査結果（平成19事業年度）
平成２０年１０月３１日 内閣府（科学技術政策・イノベーション担当）

27 28



h‐index

Fig. 1. Schematic curve of number of citations versus paper number, 
with papers numbered in order of decreasing citations The intersectionwith papers numbered in order of decreasing citations. The intersection 
of the 45°line with the curve gives h. 
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国公私大・独法のh‐indexを初試算 1998‐2007年・全分野
（原データ：Thomson "NCR J 1998 2007" 引用度はこの期間の引用数／論文数）

SEQ 機関名
10年間論
文数

引用
度

H指数 SEQ 機関名
10年間論
文数

引用
度

H指数

1 東京大学 65,081 12.9 214 26 大阪市立大学 7,986 10.0 84
2 大阪大学 40 546 12 7 193 27 情報 システム研究機構 2 637 15 6 84

（原データ：Thomson,  NCR‐J 1998‐2007     引用度はこの期間の引用数／論文数）

2 大阪大学 40,546 12.7 193 27 情報･システム研究機構 2,637 15.6 84
3 京都大学 46,916 12.3 191 28 横浜市立大学 4,251 12.3 82
4 科学技術振興機構(独) 18,944 17.4 175 29 岡山大学 12,264 8.4 81
5 理化学研究所(独) 16,142 14.9 148 30 首都大学東京 5,866 10.8 81
6 東北大学 38 704 9 8 145 31 東京理科大学 7 254 8 4 796 東北大学 38,704 9.8 145 31 東京理科大学 7,254 8.4 79
7 名古屋大学 25,568 10.6 128 32 信州大学 6,980 8.8 77
8 九州大学 26,526 9.3 120 33 昭和大学 3,647 12.2 77
9 筑波大学 16,642 9.7 114 34 久留米大学 2,945 13.4 77
10 自然科学研究機構 10,240 13.0 114 35 物質･材料研究機構(独) 9,849 7.6 7510 自然科学研究機構 10,240 13.0 114 35 物質 材料研究機構(独) 9,849 7.6 75
11 産業技術総合研究所(独 25,973 8.8 112 36 群馬大学 6,548 8.9 75
12 東京工業大学 22,727 9.2 112 37 長崎大学 6,792 9.1 74
13 北海道大学 25,742 8.8 107 38 徳島大学 6,545 9.2 74
14 慶應義塾大学 11,750 10.0 103 39 名古屋市立大学 4,118 11.3 74
15 千葉大学 11,535 10.3 103 40 東京女子医科大学 4,114 10.6 74
16 神戸大学 10,518 9.7 98 41 早稲田大学 7,066 7.5 72
17 熊本大学 7,213 11.9 98 42 鹿児島大学 5,586 8.2 72
18 東京医科歯科大学 7,086 13.3 98 43 三重大学 4,945 9.2 71
19 順天堂大学 4,094 14.7 97 44 総合研究大学院大学 2,682 13.1 71
20 新潟大学 8,323 10.6 95 45 岐阜大学 6,561 8.8 69
21 広島大学 14,987 8.5 92 46 愛媛大学 5,008 9.1 69
22 奈良先端科学技術大学 3,156 15.8 91 47 自治医科大学 3,596 10.8 69
23 金沢大学 8 413 10 4 89 48 関西医科大学 2 226 13 2 6823 金沢大学 8,413 10.4 89 48 関西医科大学 2,226 13.2 68
24 高エネルギー加速器研 5,441 12.5 89 49 兵庫医科大学 2,224 12.9 68
25 東海大学 5,034 11.6 86 50 札幌医科大学 3,291 11.1 6730

国公私大・独法のh‐indexを初試算 1998‐2007年・材料分野
（引用度はこの期間の引用数／論文数）

SEQ 機関名
10年間
論文数

引用
度

H指
数

SEQ 機関名
10年間
論文数

引用
度

H指
数

1 東北大学 4,312 6.8 54 26 東京農工大学 334 5.9 22
2 産業技術総合研究所(独) 3 810 7 2 51 27 京都工芸繊維大学 518 4 6 212 産業技術総合研究所(独) 3,810 7.2 51 27 京都工芸繊維大学 518 4.6 21
3 物質・材料研究機構(独) 2,871 6.6 46 28 長岡技術科学大学 463 4.9 21
4 九州大学 1,325 7.8 45 29 理化学研究所(独) 276 6.5 21
5 大阪大学 2,594 6.8 44 30 神戸大学 223 7.3 21
6 東京大学 2 515 6 2 43 31 大阪市立大学 133 9 0 216 東京大学 2,515 6.2 43 31 大阪市立大学 133 9.0 21
7 科学技術振興機構(独)JST 1,004 10.0 41 32 熊本大学 336 5.6 20
8 京都大学 2,184 6.1 39 33 首都大学東京 302 6.2 20
9 東京工業大学 2,161 6.7 38 34 千葉大学 236 5.4 19
10 名古屋大学 1,360 5.7 33 35 日本原子力研究開発機構(独 396 3.8 18名古 大学 , 本原 研究開発機構(独
11 大阪府立大学 756 8.0 32 36 群馬大学 202 5.7 18
12 早稲田大学 491 7.9 28 37 宇宙航空研究開発機構(独) 300 4.4 17
13 北海道大学 1,205 5.2 27 38 岡山大学 280 4.5 17
14 兵庫県立大学 421 7.8 27 39 富山大学 264 4.3 17
15 慶應義塾大学 479 8 4 26 40 九州 業大学 322 3 8 1615 慶應義塾大学 479 8.4 26 40 九州工業大学 322 3.8 16
16 信州大学 387 7.2 26 41 岐阜大学 311 5.0 16
17 福岡教育大学 46 44.3 25 42 電気通信大学 247 4.9 16
18 国立高等専門学校機構(独) 661 4.6 24 43 山形大学 244 5.1 16
19 豊橋技術科学大学 495 6 0 24 44 徳島大学 178 5 6 1619 豊橋技術科学大学 495 6.0 24 44 徳島大学 178 5.6 16
20 名古屋工業大学 792 4.6 23 45 新潟大学 166 6.1 16
21 筑波大学 491 5.3 23 46 山梨大学 152 8.2 16
22 広島大学 464 6.3 23 47 佐賀大学 144 6.6 16
23 東京理科大学 489 5 5 22 48 自然科学研究機構 132 7 5 16
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23 東京理科大学 489 5.5 22 48 自然科学研究機構 132 7.5 16
24 静岡大学 485 5.6 22 49 東海大学 261 4.1 15
25 横浜国立大学 366 6.4 22 50 鹿児島大学 212 5.2 15

機関別h indexの問題点機関別h‐indexの問題点

計算が大変（大量論文 多数機関）• 計算が大変（大量論文、多数機関）
• 規模と水準を統合した総合指標として、研究者間で
の全般的評価「実感」に符合

• 規模の影響大。小規模機関は不利規模の影響大。小規模機関は不利
（個人評価を念頭に案出されたので）

• 規模「補正」の方法？• 規模「補正」の方法？
• やはり、論文数と引用度（論文当り引用数）による複
眼的評価が本来ではないか眼的評価が本来ではないか
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『納税者』評価『納税者』評価

兆 億 （ 年度国立大学交付金 私学補• 1兆2,437億円（2006年度国立大学交付金、私学補
助金、科研費）

• 道路特定財源5.4兆（2008年度当初予算、うち揮発
油税（国・地方）3兆、うち暫定増額分1.4兆）

• 払う人／使う人
• 「同業者評価」は信用できるか？• 「同業者評価」は信用できるか？
• 「資金効率」？
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論文数・著者数・機関数の趨勢
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２,４５９名共著論文 （日本循環器学会英文誌）
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共著論文の「案分処理」共著論文の「案分処理」

• 「案分論文数」を導入（「大学ランキング」2007年版）
• 共著＝『水増し』論に対応

• （國學院の物理、東外大の医学？）

• 共著論文 案分論文数

• A大学 3名 0.33 件

• B大学 1名 → 0.33 件

• C企業 1名 0.33 件

• （A大学0 6件、B大学0 2件、C企業0 2件のような「正確（A大学0.6件、B大学0.2件、C企業0.2件のような「正確
な」案分はできない）

• 2008年版以降 重複計上方式に回帰• 2008年版以降、重複計上方式に回帰
• 2009年版引用力による交付金配分、引用単価計
算には適用
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算には適用

案分被引用数(2002‐2006年)による交付金・補助金の配分試算

（2006年度国立大運営費交付金と私立大経常費補助金の合計を再配分）
（全87国立大と案分被引用数1,000件以上の私立大51校について試算）

順位   大学
引用力による交
付金・補助金配
分額(百万円)

実績額
からの
増減(%)

順位   大学
引用力による交
付金・補助金配
分額(百万円)

実績額
からの
増減(%)分額(百万円) 増減(%) 分額(百万円) 増減(%)

交付金・補助金合計実績額 1,428,579 0.0 21 徳島大学 11,981 -22.7
国立大配分試算額計 1,134,278 0.6 22 信州大学 11,906 -26.3
(国立大運営費交付金実績額) (1,127,802) 23 群馬大学 11,287 -17.0
私立大配分試算額計 294,301 -2.2 24 早稲田大学 10,878 21.5
(私立大経常費補助金実績額) (300,777) 25 順天堂大学 10,278 157.5
1 東京大学 159,026 71.3 26 奈良先端科技大 10,157 49.5
2 京都大学 124,175 99.5 27 山口大学 9,818 -27.9
3 大阪大学 104,526 107.9 28 富山大学 9,744 -33.2
4 東北大学 79 105 46 5 29 日本大学 9 698 -22 34 東北大学 79,105 46.5 29 日本大学 9,698 22.3
5 九州大学 56,201 11.4 30 岐阜大学 9,666 -31.7
6 名古屋大学 52,075 45.5 31 三重大学 9,047 -25.1
7 北海道大学 51,309 19.6 32 愛媛大学 8,828 -38.9
8 東京工業大学 43,434 99.4 33 鹿児島大学 8,797 -47.4
9 筑波大学 27 619 37 5 34 東海大学 8 451 31 59 筑波大学 27,619 -37.5 34 東海大学 8,451 31.5
10 広島大学 26,723 -4.6 35 東京農工大学 8,378 29.2
11 千葉大学 23,922 34.9 36 北里大学 7,852 93.9
12 慶應義塾大学 23,683 169.1 37 東京女子医大 7,831 136.0
13 岡山大学 22,663 20.0 38 昭和大学 7,775 101.9岡山大学 , 昭和大学 ,
14 神戸大学 18,657 -23.5 39 近畿大学 7,657 49.4
15 金沢大学 17,093 1.3 40 自治医科大学 7,516 191.3
16 東京医科歯科大 16,318 -7.4 41 山形大学 6,970 -43.4
17 熊本大学 14,297 -16.1 42 静岡大学 6,688 -36.9
18 新潟大学 13 752 -26 9 43 福井大学 6 373 -39 4
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18 新潟大学 13,752 -26.9 43 福井大学 6,373 -39.4
19 長崎大学 12,757 -22.1 44 鳥取大学 6,368 -49.5
20 東京理科大学 12,364 262.2 45 久留米大学 6,230 108.7
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引用の「単価」
案分被引用数(2002‐2006年)１件あたりの交付金・補助金＋科研費取得額案分被引用数(2002 2006年)１件あたりの交付金 補助金＋科研費取得額

（2006年度国立大運営費交付金、私立大経常費補助金と取得科学研究費の合計値により算出）
（全87国立大と案分被引用数1,000件以上の私立大51校について試算）

順
大学

引用当り
交付金補

2006年度交
付金・補助 案分被引 順

大学

引用当り
交付金補

2006年度交
付金・補助 案分被引

位
　大学

助金科研
費(千円)

金＋科研費
(百万円)

用数 位
　大学

助金科研
費(千円)

金＋科研費
(百万円)

用数

1 京都薬科大学 184 673 3651.5 26 北里大学 784 4,495 5730.5
2 神戸薬科大学 227 303 1336.7 27 東京医科大学 793 2,208 2783.3
3 星薬科大学 231 510 2210.1 28 徳島文理大学 806 1,137 1411.3
4 東北薬科大学 284 294 1037.0 28 大阪医科大学 806 1,492 1851.8
4 帝京大学 284 1,061 3729.7 30 藤田保健衛生大 823 2,045 2485.4
6 東京薬科大学 300 1,014 3375.0 31 京都大学 829 75,102 90626.0
7 明治薬科大学 326 433 1328.1 32 東京工業大学 834 26,431 31699.3
8 豊田工業大学 429 571 1329.9 33 名城大学 848 1,737 2048.88 豊田工業大学 429 571 1329.9 33 名城大学 848 1,737 2048.8
9 東京理科大学 436 3,934 9023.6 34 岡山理科大学 870 1,280 1471.4
10 総合研究大学院 455 1,962 4310.4 35 埼玉医科大学 881 2,411 2738.1
11 川崎医科大学 490 897 1830.7 36 北海道医療大学 885 1,117 1262.5
12 自治医科大学 516 2,830 5485.7 37 福岡大学 897 3,632 4048.3
13 兵庫医科大学 541 1 682 3108 7 38 神奈川大学 921 1 649 1790 213 兵庫医科大学 541 1,682 3108.7 38 神奈川大学 921 1,649 1790.2
14 順天堂大学 576 4,318 7501.5 39 愛知医科大学 970 1,335 1376.9
15 東邦大学 592 2,365 3992.2 39 近畿大学 970 5,423 5588.3
16 金沢医科大学 598 1,039 1736.4 41 東京大学 972 112,829 116061.0
17 東京女子医大 618 3,532 5715.6 42 岩手医科大学 999 1,807 1809.0
18 慶應義塾大学 636 10 999 17284 1 43 奈良先端科技大 1 042 7 724 7412 918 慶應義塾大学 636 10,999 17284.1 43 奈良先端科技大 1,042 7,724 7412.9
19 関西医科大学 639 2,310 3617.8 44 東京歯科大学 1,053 1,201 1141.0
20 日本医科大学 646 2,788 4317.7 45 千葉大学 1,109 19,362 17458.5
21 獨協医科大学 660 2,127 3220.7 45 東北大学 1,109 64,052 57732.6
22 杏林大学 717 1,810 2523.4 47 東海大学 1,118 6,897 6168.0
23 久留米大学 722 3 281 4546 7 48 名古屋大学 1 120 42 555 38006 0
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23 久留米大学 722 3,281 4546.7 48 名古屋大学 1,120 42,555 38006.0
24 昭和大学 724 4,109 5674.6 49 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大 1,188 2,344 1973.3
25 大阪大学 773 58,997 76285.7 50 東京農工大学 1,224 7,484 6114.6



引用単価
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島
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藤
田
保
健
衛
生

★
京
都
大
学

★
東
京
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業
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名
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岡
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埼
玉
医
科
大
学

北
海
道
医
療
大

福
岡
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神
奈
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近
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★
東
京
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学

岩
手
医
科
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★
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科

東
京
歯
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学

★
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★
東
北
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東
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★
名
古
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学

聖
マ
リ
ア
ン
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医

★
東
京
農
工
大

★
岡
山
大
学

東
京
慈
恵
会
医

東
京
農
業
大
学

★
名
古
屋
工
業

学
習
院
大
学

★
北
海
道
大
学

早
稲
田
大
学

★
九
州
大
学

★
豊
橋
技
術
科

金
沢
大
学
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技
大

学 学医
科
大
学

大
学

医
科
大
学

学業
大
学

学 科
学
大
学

キ グ（ 次 ）から 脱却ランキング（１次元配列）からの脱却

大学競争マップ
（大学間の近縁関係・競争関係の表現）

1 研究分野の類似性：

論文分野構成比による主成分分析→大学間距離算定論文分野構成比による主成分分析→大学間距離算定

2 研究の質的指標： 総合引用度偏差値の格差

3 研究の量的指標： 案分論文数の倍率3 研究の量的指標： 案分論文数の倍率

球散布図による表現球散布図による表現
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「大学競争マップ」のデ タ「大学競争マップ」のデータ
個別大学ごとに計算要

近隣名 距離 偏差値差論文比 近隣名 距離 偏差値差論文比 近隣名 距離 偏
名大 0 0 1 筑大 0 0 1 広大 0名大 0 0 1 筑大 0 0 1 広大 0
筑大 0.1796 -2.7965 0.63958 名大 0.1796 2.79654 1.56352 京大 0.21297 1
東大 0.20593 5.8348 2.50869 佐大 0.28378 -2.8044 0.25346 九大 0.23398 3
佐大 0 45893 5 601 0 16211 東大 0 3089 8 63134 3 92238 島大 0 37407佐大 0.45893 -5.601 0.16211 東大 0.3089 8.63134 3.92238 島大 0.37407 -
九大 0.47581 -5.1558 1.12825 山形大 0.40409 -11.134 0.30862 東大 0.46503 1
京大 0.53385 4.12236 1.93435 九大 0.55389 -2.3593 1.76403 名大 0.66132 8
山形大 0.58353 -13.93 0.19739 京大 0.67718 6.9189 3.02439 名城大 0.73687 7
名城大 0.63222 -1.7981 0.07523 島大 0.68935 -10.525 0.24844 筑大 0.76929 6
広大 0.66132 -8.8603 0.6313 広大 0.76929 -6.0638 0.98705 山口大 0.78356 -広大 広大 山口大
島大 0.67072 -13.322 0.1589 名城大 0.80953 0.99839 0.11762 近大 0.92882 -
山口大 0.91467 -13.113 0.25978 山口大 0.85147 -10.316 0.40617 神大 0.94058 3
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東大

115

東大

京大

110数

名大

名城大110

引
用
度
指 筑大

佐大九大

名城大

105

総
合

広大
大学競争マップ
（名大の例）

100

山形大
島大山口大

（名大の例）

研究戦略の策定へ
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1 0 8 0 6 0 4 0 2 0 0 2 0 4 0 6 0

山形大
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「対向係数」の提案：雑誌間競争状況の析出
（ＩＦを超えて）
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対向係数 (Reciprocity Factor: RF)対向係数 (Reciprocity Factor: RF)

引用比 被引用数／引用数• 引用比＝被引用数／引用数
• 『対向係数』＝log2(引用比）

角 き 向 数• 引用比1（互角）のとき対向係数は0

• 対数の底を2。引用比2または1/2のとき対向係数は±1となり
双方の格差が2倍以内のときには1以内、双方の格差が2倍以内のときには1以内。

• 「優劣」を直感的に把握
からみて や• IEICE Trans. Communからみて、IEEE COMMUN LETT: ‐1.83や

IEEE T VEH TECHNOL: ‐2.01で、相対的に近い。それでも‐1を
超えている すなわち引用・被引用に2倍以上の差 その克超えている、すなわち引用・被引用に2倍以上の差。その克
服には相当の対策が必要。（次掲、表2）
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表２ IEICE Trans. Commun.の類縁誌とその引用統計・対向係数
（ISI JCR on CD‐ROM, Science Edition 2002より集計。対向係数：log2(引用比)）

発行 引用 被引用 合計 引用比 引用・被引用誌
発行
国

IF 論文数
引用
数(A)

被引用
数(B)

合計
(A+B)

引用比
(B/A)

対向係数

1 IEICE T COMMUN JPN 0.487 319 234 234 468 1.00 0.00
2 IEEE J SEL AREA COMM USA 2 316 149 175 16 191 0 09 3 452 IEEE J SEL AREA COMM USA 2.316 149 175 16 191 0.09 -3.45
3 IEEE T COMMUN USA 1.562 223 145 9 154 0.06 -4.01
4 IEEE COMMUN MAG USA 3.165 178 135 2 137 0.01 -6.08
5 IEEE T VEH TECHNOL USA 1 220 142 101 25 126 0 25 2 015 IEEE T VEH TECHNOL USA 1.220 142 101 25 126 0.25 -2.01
6 IEEE ACM T NETWORK USA 2.408 65 109 4 113 0.04 -4.77
7 ELECTRON LETT ENG 1.072 1119 96 12 108 0.13 -3.00
8 IEICE T FUND ELECTR JPN 0 336 317 33 65 98 1 97 0 988 IEICE T FUND ELECTR JPN 0.336 317 33 65 98 1.97 0.98
9 IEEE COMMUN LETT USA 1.220 177 32 9 41 0.28 -1.83
10 IEEE T SIGNAL PROCES USA 1.159 280 41 41 0.00 -99.99
ELECTRON COMM JPN 1 JPN 0 018 99 30 30 99 99ELECTRON COMM JPN 1 JPN 0.018 99 30 30 99.99
IEICE T ELECTRON JPN 0.571 302 13 16 29 1.23 0.30
IEICE T INF SYST JPN 0.148 193 1 9 10 9.00 3.17
全体 全体 向係数JCR全体・全体対向係数 3921 864 4785 0.22 -2.18
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「全体対向係数」とＩＦ「全体対向係数」とＩＦ

全体との対向係数 全雑誌との間での引用• JCR全体との対向係数：JCR全雑誌との間での引用・
被引用の集計値から求めた対向係数。

• NATUREの対向係数：類縁誌に対して＋の係数がな
らぶ。 BIOL CHEMに対して3.90、P NATL ACAD SCI 
USAでは3.62、SCIENCEには0.02、PHYS REV Bに対し
ては3.89。SCIENCEに対しては0.02、すなわち引用・
被引用がほぼ同数ながら辛勝。

• 有名誌の全体対向係数：NATURE 2.87（IFは30.432）有 誌 体 係数 （ ）
、SCIENCE 2.85（同26.682）、P NATL ACAD SCI USA 
1.37（同10.700）。
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-2.39 
TFUND 

-2.18 
TCOM 

- 0.98 + 

+ 

+ - 0.30 + 

- 
0.
24
 3.17 - 

+ 0 32

TELEC TINF

- + 0.32 - 

TELEC 
-1.88 

TINF 
-3.35 

図１ IEICE英文4誌間およびJCR全体との『対向係数』 

（太字は全体対向係数）（太字は全体対向係数）
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「押し付け 「お仕着せ キ グから 脱却「押し付け」・「お仕着せ」ランキングからの脱却
他者評価をはね返す自己評価

• 自分の取り柄は自分で探す• 自分の取り柄は自分で探す
（研究目標・戦略策定論）

自己の立場 視点を踏まえた 客観性 説得力ある• 自己の立場・視点を踏まえた、客観性・説得力ある
評価指標の発見・開発 (Evidence Based)
後 策 ピ• 後ろ向きの評価対応策から、攻めの自己アピール
へ

• それなりの「てま・ひま・かね」
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林英夫他

「番付で読む江
戸時代」

柏書房 (2003)

巻末に明治20年
代までの番付代までの番付

3,294件の目録を
収録
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